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                              一般財団法人滋賀陸上競技協会 

                              専務理事   坂   一 郎 

「2023年度に向けて～課題がいっぱい～」 

                         －滋賀スポまで3年－ 

 

 平素より、本協会の活動にご支援ご協力をいただき心よりお礼申し上げます。 

2022年度の前期の諸事業もコロナ禍の中、無事終了しました。しかし、後期は「とちぎ国体」「全国中学校駅伝

大会」「全国高校駅伝大会」「都道府県対抗男子・女子駅伝大会」「びわ湖クロカン」と全国大会が続いていきます。 

特に、先陣を切って開催されるとちぎ国体では、インターハイ、全中陸上大会、日本選手権大会で上位に活躍し

た選手が、国体という新しい舞台で活躍することを期待しております。 

 さて、３年後に国スポを控えて滋賀県では、いろいろな対策が講じられています。競技力の向上は言うに及ば

ず、競技施設の建設や新しい備品等の購入が急ピッチで実施されています。彦根の新しい１種陸上競技場も３種

の陸上競技場もこの１２月２３、２４、２５日に公認陸上競技場のための検定を受けます。そして 2023 年４月

から供用開始となる予定です。課題満載の船出となりそうです。 

 片や、彦根の陸上競技場だけでなく以下に示しますいくつかの事柄については、皆さんとともに協議を深めて

いきたいと考えています。 

 １ 2023年度からの日本陸連登録制度が変わる予定です。 

         小学生の日本陸連への登録があります。ただし、中高大一般の登録料は 2022年度と同じ。 

 ２ 25国スポ・障スポ大会時の主会場のゾーニングについて 

 ３ 希望が丘文化公園活性化の方針が出されています。芝生上のクロカンコースの保持。 

 ４ 彦根総合スポーツ公園の指定管理者はどこになるのか 

 ５ 滋賀陸協の体制づくりをどうする 

 これらの他にもたくさんの課題があろうと思いますが、前述しましたように、皆さんのご意見を下記メールア

ドレスにいただければ幸いです。 

 最後になりますが、まず１番「とちぎ国体での活躍を期待しています。２番「都道府県対抗駅伝」男女共に 15

位に食い込むこと。３番「びわ湖マラソン」みんなで盛り上げましょう。 

  

           

 

  

【 評議員会・理事会 】 

令和３年度第５回理事会  ≪令和４年３月２１日（日）≫ 

１）令和４年度事業計画・予算について、２）令和３年度栄章について 

報告：①新マラソンについて、②ホームページの充実について、③Ｃ級審判制度の創設について、 

④全国中学校駅伝大会について、⑤令和４年度協賛について、⑥専門委員会委員長の変更について 
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令和４年度第１回理事会  ≪令和４年５月１５日（日）≫ 

１）令和３年度事業報告および決算報告について、２）令和３年度栄章（追加）について、 

３）理事候補者選定委員の選任について 

報告：①びわ湖マラソン大会について、②全国中学校駅伝大会について 

令和４年度定時評議員会  ≪令和４年６月２１日（火）≫ 

１）令和３年度決算報告について 

報告：①事業報告について、②令和３年度栄章について、③びわ湖マラソン大会について、 

令和４年度第２回理事会  ≪令和４年８月１３日（土）≫ 

１）国体の派遣選手・監督・コーチについて 

 報告：①びわ湖マラソン大会について、②（仮称）彦根陸上競技場の現状について 

 

 

【 強化委員会 】 

＜いちご一会とちぎ国体に向け、チームSHIGA始動！＞ 

2022年度シーズン前半、順調に競技会が開催されています。日本陸上競技選手権大会にて、山本亜美選手（立

命館大学）が400mHで二連覇、壹岐あいこ選手（立命館大学）が昨年に引き続き100m・200mで入賞、木村玲奈選

手がやり投で大幅に自己記録を更新し、インターハイ以来の全国入賞を果たしました。また、全国高校総体や全

日本中学校陸上競技選手権大会で、多数の選手が上位入賞を果たし、輝かしい結果を残してくれています。 

 ８月上旬、全国の舞台で活躍・出場した選手を中心に、いちご一会とちぎ国体の選手を選出いたしました。先

ほども述べましたように、今年は全国大会で活躍をした選手が多数おり、過去最強チームでとちぎ国体に乗り込

む布陣となっています。キャプテンは、男子・遠藤泰司選手、女子・山中日菜美選手に決定いたしました。両名

とも国体には幾度も出場しており、チームをまとめ、過去最高得点取得に導いてくれること間違い無しのキャプ

テンです。 

８月１６日、初顔合わせとなる結団式を開き、２２・２３日に希望ヶ丘文化公園陸上競技場にて、１回目の国

体合宿を実施しました。山中選手に国体チームへの熱い意気込みを話してもらう形で合宿が始まりました。少年

選手にもその思いは伝わったと思います。 

３年振りの開催であり、また、滋賀国スポまであと３年となる今年の国体です。まだまだコロナとの戦いもあ

る大変な国体となりますが、選手・スタッフがチーム一丸となり、過去最高の戦いができるよう、準備してまい

ります。 

今後とも多くのご支援賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

選手の皆さんは、後半シーズンに向けて準備をし、自分にとって素晴らしい結果が残せるよう頑張っていきま

しょう！ 

※全国高校総体 全日中の入賞者は、それぞれのカテゴリーの広報でご確認ください。 

 

 

 

 

【 普及委員会 】 

■SGH文スポ杯県小学春季陸上記録会 

開催日：2022年５月２９日 

会場：SGホールディングスグループ陸上競技場 

 

今年度の大会は小学５・６年生男女が参加できるようになり、

405名の参加数となりました。また、開催種目も100m・1000ｍ・

80ｍＨ・4×100ｍリレー（男女別・混合）と増え、多くの小学

生が自己ベストを目標にがんばりました。 

 

 

 



■第38回滋賀県小学生陸上競技交流大会 

開催日：2022年６月２６日 

会場：皇子山陸上競技場 

 

天候に恵まれた今大会には小学４～６年生男女 637 名が参加

し、日清食品カップ全国交流大会出場に向けて力を発揮しまし

た。今年の日清食品カップ全国交流大会は 4×100ｍ混合リレー

が種目に加わり、滋賀県代表として14名の選手が代表となりま

した。 

 

■日清食品カップ第38回全国小学生陸上競技交流大会 

開催日：2022年８月２０日 

会場：日産スタジアム／横浜 

 

新型コロナ感染者が再び増加している中開催されたため、厳し

い感染対策が施行されていましたが、全国の舞台で緊張しながら

も滋賀県代表として戦いました。中でも、５年男子100ｍに出場

した中路遙万選手（守山陸上教室）が13秒60で８位入賞、また

６年女子100ｍに出場した向井瑠海選手（東近江陸上スポーツ少

年団）が13秒42で６位入賞を果たしました。今大会の経験や感

じたこと今後に活かしてもらいたいと思います。 

 

種目 名前 所属 記録 順位 

5年男子100ｍ 中路遙万 守山陸上教室 13秒60(+0.2) Ａ決勝8着 

6年男子100ｍ 藤川勇士 長浜市陸上教室 12秒90(－0.4) 予選4組4着 

男子ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞＡ 古川颯馬 信楽陸上 80ｍＨ 15秒13(－0.5) 

走高跳 1ｍ20 

45位 

男子ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞＢ 井上槻太 草津JAC 走幅跳 4ｍ13(－0.8) 

ｼﾞｬﾍﾞ投 NM 

47位 

友好男子100ｍ 田中秀侍 守山陸上教室 14秒45(－0.1) 5組4着 

5年女子100ｍ 金田彩暖 甲賀JAC DNS － 

6年女子100ｍ 向井瑠海 東近江陸上 13秒42(+0.2) A決勝6着 

女子ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞＡ 森口紗那 ｳｲﾝﾄﾞﾗﾝ 80ｍＨ 13秒99(+0.4) 

走高跳 1ｍ20 

30位 

女子ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞＢ 山田結  々 らんｸﾗﾌﾞ 走幅跳 4ｍ00(－1.9) 

ｼﾞｬﾍﾞ投 23ｍ79 

42位 

女子友好100ｍ 津田百花 守山陸上教室 16秒02(－1.1) 2組8着 

男女混合 

4×100ｍＲ 

二村沙紀 

森玄親 

山中七海 

廣瀬宗成 

守山陸上教室 53秒78 C決勝5着 

 

 

 

 

【 マスターズ 】 

２０２２年６月５日（日）、滋賀スポレク祭マスターズ陸上競技大会が東近江市布引陸上競技場で開催されまし

た。昨年はコロナの関係で県内選手のみの参加でしたが、今年は感染対策を講じた上で、県外からの参加と小学

生記録会も再開されることとなり、マスターズ１１８名、小学生１８６名の参加となりました。 



 曇り空ながら天候に恵まれ、９時３０分からの開始式ではコロナ対策として選手集合はせず、小林会長の挨拶・

中江審判長の競技注意事項説明がありました。１０時から５０００ｍ走・走高跳・やり投げを皮切りに、トラッ

クとフィールドでの競技が開始され、熱戦が繰り広げられました。 

 昨年は競技が無かった小学生も今年は感染対策をしてということで、３年ぶりに元気に競技に取り組む姿を見

せてくれました。最後はリレー、選手たちの素晴らしい活躍に惜しみない拍手が送られ、競技終了となりました。

そして閉会通告がなされ、無事大会が終了したのでした。 

 今大会では、コロナによる影響で補助役員依頼が困難な中、競技出場者も大会役員補助として活動してもらう

など、新しい取り組みもなされ、今後のマスターズ運営への弾みとなった大会だったと思われます。 

 

◆主な記録 

〈県新〉                   〈県新規〉 

種目  名前 記録 種目  名前 記録 

60ｍ W40 鮫澤 知美 8″51 60ｍ M－24 田中 惇之介 7″46 

200ｍ M80 高橋 澄 37″74 三段跳 M80 八代 弘 5ｍ91 

400ｍ W70 小嶋 祐子 1′43″88 砲丸投 W85 近藤 洋子 4ｍ30 

800ｍ W50 伊神 佐登美 2′33″42 砲丸投 M90 樋口 元太郎 4ｍ21 

800ｍ M55 中川 重行 2′16″40 円盤投 W85 近藤 洋子 9ｍ04 

1500ｍ W55 古家 雅恵 5′40″80 円盤投 M90 樋口 元太郎  10ｍ81 

1500ｍ M65 中島 洋 4′58″40 やり投 W65 夏原 かず子 18ｍ73 

3000ｍ M65 中島 洋 10′31″20 やり投 W85 近藤 洋子 8ｍ76 

3000ｍ M80 小林 優 18′55″81 やり投 M90 樋口 元太郎 9ｍ91 

5000ｍ M25 川副 真斗 16′40″09     

やり投 M80 高橋 澄 22ｍ46     

走幅跳 W55 大江 由子 3ｍ75     

円盤投 W60 中川 明美  21ｍ55     

 

◆２０２２年度 栄章授章 

２０２２年度栄章授章式が滋賀スポレク会場にて行われました。皆さんおめでとうございます。 

▶功労賞／奥村 留美子 

▶勲功章／前田 盛翔  横江 良浩  清水 安治 

▶功績賞／芝辻 悟   谷口 圭子 

▶日本記録賞／前田 盛翔（M２５） ２００m／２１″６９ 

▶県記録賞／男子１５名  女子１０名 

▶（公社）日本マスターズ陸上競技連合表彰長期在籍者２０年連続表彰／谷口 俊夫  西湖 啓子 

 

 

 

 

【 高体連 】 

＜2022年度全国高等学校総合体育大会 結果＞ 

６月１６日〜１９日において行われた、近畿IH地区予選において、個人種目では男子１０名、女子６名、計１

６名、リレー種目では立命館守山高校が女子4×100mR、草津東高校が女子4×400mRで全国IHへの出場権を獲得

しました。 

全国IHは８月３日〜８月７日に鳴門大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアムにおいて行われました。

結果は、男子やり投において谷口大翔選手(彦根翔西館)が61m83で５位、女子800mにおいて西田有里選手(草津

東)が2分09秒00で２位、女子5000mWにおいて石田さつき選手(大津商業)が23分15秒13で２位、女子100mH

において前田光希選手(立命館守山)が13秒96(－1.5)で４位、と、複数の選手が入賞するという活躍をみせまし

た。また、女子 800m で入賞を果たした西田選手は、準決勝において2分 08秒 39という見事な記録を残しまし

た。この記録は自身のもつ滋賀県高校記録を上回る、滋賀県高校新記録でした。また、近畿 IH 地区予選におい



て、女子4×400ｍRで草津東高校が3分47秒59という滋賀県高校新記録を樹立しました。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、シーズン前半は様々な感染症対策を講じながら、有観客で開催で

きた大会もありました。高体連を支えて下さる皆様にも、応援の自粛等様々な場面においてご協力いただき、あ

りがとうございました。新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、まだまだ元通りといった大会の運営ができませ

んが、できる限りの取り組みをしていきたい所存です。今後とも、高体連の活動への応援、サポートよろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 中体連 】 

 去る８月７日～８日、奈良県にある奈良市鴻ノ池陸上競技場にて、第 71 回近畿中学校総合体育大会が行われ

ました。男女合わせて３１種目で入賞しその中でも、男子総合においては、12年ぶり14度目となる3位入賞の

快挙を成し遂げました。 

 ８月１８日～２１日には福島県にある、とうほう・みんなのスタジアムにて、第４９回全日本中学校陸上競技

選手権大会が行われました。今年度は多くの種目で全国入賞を果たしました。 

 まず、女子四種競技に出場した諸木陽菜紗選手（県立守山中・３年）が 2723 点で８位入賞、男子 800m に出

場した伊勢村羚太選手（明富中・３年）が 1′58″76 で６位入賞、男子 100m に出場した伊藤大翔選手（日吉

中・３年）が10″88で５位入賞。そして、男子4×100mRにて日吉中チーム（河原響希選手・山本悠一郎選手・

林碧海選手・伊藤大翔選手）が42″89で優勝チームと同タイム着差ありで、2位に入賞しました。 

 今後も秋のトラックシーズンや駅伝で活躍してくれることを期待しています。 

 

 

 

【 編集後記 】 

  今年度は新型コロナウイルス感染症第７波の影響で競技会の開催が危ぶまれましたが、前半のシーズンは感

染症対策を実施し、競技会を開催することができました。また、滋賀県選手が全国でたくさん活躍しています。

後半のシーズンに期待するとともに、来年から彦根の競技場での運用が始まり、すばらしい記録の舞台を演出し

ていきたいと思います。 

 

女子５０００ｍW第2位 石田さつき選手 

                   （２年連続入賞） 女子８００ｍ 第2位 西田有里選手 



 


